
Ⅰ　はじめに

（１）　従来型ASCENTプログラムの課題
　千葉大学は開発研究法人科学技術振興機構のグローバ
ル・サイエンス・キャンパス（GSC）に採択され2020年
から2023年の４年間にわたりASCENTプログラムを実
施してきた1）。このプログラムはSociety 5.0において活
躍する研究人材を高校生の段階から大学が育成すること

を目的に開発した。つまり社会デザインという視点を
持った，データサイエンスおよび論理的思考を育む高度
なSTEAM教育プログラムであった。この結果，このプ
ログラムに参加した受講生たちはISEFにおいて日本の
高校生として８年ぶりに優秀賞１等を獲得したり，国際
誌に２報の論文を掲載することができたりと多くの成果
を挙げた。一方で，このプログラムを実施する中で四つ
の課題があることに気が付いた。
　一つ目の課題は，受講生の募集の段階での人材の確保
に関するものである。関東圏では我々を含め９つの大学・
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研究機関がこのGSCの採択機関としてプログラムを実施
していた2）。さらに，千葉県はスーパーサイエンスハイ
スクール（SSH）活動が盛んであり，県内の理系に強い
７校がSSHに指定されていた。このほかにも大学独自，
または，高校独自の研究支援活動も多く存在しているの
が現状である。このため，このプログラムに参加する高
校生を募集する活動は，いわば小さなパイを食い合う状
態になっており，募集活動に出遅れるとたちまち応募者
がいない状態になり苦戦を強いられた。
　二つ目は，高校生には優先順位として，高校での勉強
や教育活動，部活動など本来行うべき活動があるため，
本プログラムでの研究時間を確保することが非常に困難
であった点である。
　三つ目は，このプログラムの育成目標が非常に高いため，
２回の選抜を経て最終的に残った受講生であっても，忙
しい高校の活動とともにこのプログラムにおいて研究活
動を続けていくことに困難を感じる生徒がいた点である。
　四つ目は，プログラムの中で生徒同士での情報交流に
消極的な姿勢が見受けられた点である。将来的に自立し
た研究者となる能力としては，研究者同士のコミュニ
ケーション能力，さらには企業などと共同する力を育て
ることも必要である。

（２）　ASCENT-6Eの開発と研究支援活動の目標
　筆者らは，上記のASCENTプログラムの四つの課題
を解決する新たな発展型プログラムとしてASCENT-6E
の開発と実施を計画し，開始した。
　一つ目の課題解決のためには，応募の段階からの育成
を試みることにした。この活動は二つに分かれており，
一つは高校の教員に対する働きかけである。現在，高校
では新たな時代に即した人材育成力を強化するために探
究授業の導入が進められている3）。しかし，探究教育の
実施に当たっては課題研究指導に携わってきた教員の間
でも多くの困難感が報告されており，新たにこの教育活
動を開始する教員はさらに多くの困難があることが予想
された4）。そこで，探究教育指導のやり方に関する研修
会や，教材提供を行うことでこれの改善を試みることに
した。また，この支援活動は，生徒の探究力向上にもつ
ながり，より多くの応募につながる可能性が考えられた。
さらに，応募の段階からの研究力強化としてインスタ
レーションコースの開設と大学院教育プログラムの活用
により，受講を考えている生徒に対し研究に関する基礎
知識を身に付けることができる様々な教育プログラムを
提供することとした。
　二つ目の課題解決として，高校生だけでなく中学生の
参加を可能にした。特に，中等教育学校や中高一貫校の
３年生は高校受験がないこと，また受講生の募集時期が
中学総体などの部活動終了の時期であり将来に関して今
後どのような取り組みを行うかについての考える時間を
持つことより，この段階の優秀な若者をリクルートする
ことは更なる育成とこれに伴う研究成果を得るうえで効
果的であると考えた。また，この年代にまで対象者を広
げることは１つ目の課題の解決策の一つともなると考え
られた。
　三つ目の課題解決のためには，支援体制を強化するこ

ととした。前プログラムではアカデミックアドバイザー
が研究に関する支援を行い，研究の高度化を進めた。今
回のASCENT-6Eではさらにもう一人の支援者アカデ
ミックサステーナーを配置することにした。アカデミッ
クサステーナーは評価及び支援を専門とするものであり，
受講生の成長度を評価し，これを適切に支援することで，
本プログラムの受講生の持続的に成長する力を向上させ
るものである。そして，すべての選抜者が活躍できるプ
ログラムへと発展させることを目指す。
　四つ目の課題解決としては，チーム作り研修とアント
レプレナー教育プログラムを加えることとした。特にア
ントレプレナー教育は千葉大学が15年以上にわたり取り
組んでいるものであり，現在，学術研究・イノベーショ
ン機構（IMO）が主導する形で小学生から大学生を対
象として様々な講座を提供している。

Ⅱ　ASCENT-6Eの計画

（１）　ASCENT-6Eにおける革新
　本ASCENT-6Eで人材の養成には基盤となる前回のプ
ログラムASCENTに対し６つの革新を行うこととした。
これがSix  Evolutionsであり，その中身は①Encourage，
②Enrich，③Endeavor，④Educe，⑤Embody，⑥Ex-
pandである（表１）。
　この革新の内容を以下に解説する。
　①　 　Encourageでは，受講生の研究意欲の向上と意

地のために支援体制の強化を行う。このためにア
カデミックアドバイザーに加え，受講生の成長を
評価し，それぞれに合った支援を行うアカデミッ
クサステーナーを配置した。

　②　 　Enrichでは，応募者を増やし，研究人材の養成
力を強化するために１段階目の育成より前に支援
を開始するものである。支援・教育の機会として
インスタレーションコースを設ける。このコース
は，希望者は全員参加可能とした。コースの内容
としては研究者による講演，講座経験者による学
びの紹介，大学院レベルの研究について学ぶ教材
を用いたオンライン講座を加えた。また，中高一
貫校や中等教育学校の中学３年生も受講生として
選抜可能にした。

　③　 　Endeavorでは，上述のように学部，大学院向
けの教材を受講生の育成に活用するものである。
これにより研究力のさらなる向上を図る。

　④　 　Educeでは，これまでは外部講師を招聘しての
講座が主体であったが，これら外部講師を派遣し
ている研究施設，例えば理化学研究所を実際に訪
問し，より多くの優れた研究者と出会い，また研
究現場を知る機会を作ることとした。

　⑤　 　Embodyでは，アントレプレナー教育プログラ
ムを開発し受講生の社会への成果発信力と協働力
を強化することを目指している。

　⑥　 　Expandでは，千葉大学教育学部がツインクル
プログラムの実施を通して構築したアジアの19大
学とその関連高校とのネットワークを活かし，受
講生と海外の高校生が研究連携できる環境の構築
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を進めるものである。
　上記の取り組みをASCENTプログラムで構築した教
育活動に加えることにより，ASCENTプログラムの教
育リソースを最大限に活用した「新たな価値を創出する
リーディング人材」の養成力をより一層強化したものへ
と発展させることを目指す。

（２）　ASCENT-6Eで育てたい能力や資質
　ASCENT-6Eでは，グローバル世界の中で文化・宗教
の背景などが異なる海外の研究者に対して，いかなる状
況・環境においても常に対話を通して，合意点（正解の
無い答え）を生み出していく力を持ったグローバル人材
としての力と，科学・技術の核心部分を常に意識し，ま
たその将来像を把握しながら科学研究を推進し，かつ，
発信していく力を持った人材の育成を目指している。
ASCENT-6Eが目指すグローバル理系人材の基礎となる
能力は，「常に自ら学びとり，成長していく力」であり，
これはSociety  5.0の中で新たな価値を創出する研究者の
姿である。このような資質を持つ選抜者に対し，AS-
CENT-6Eでは未来の科学・技術系イノベーションリー
ダーの３つの能力として新たに「コネクション力」，
「GRIT」，「創造力」を育成目標と設定した（表２）。

（３）　「育てたい資質・能力」の定義
１）コネクション力
　研究実施に必要な対人コミュニケーション能力のこと
である。これからの時代の研究においては今まで以上に
多くの研究者が分野を超えて協働することが重要である。
このためには自己の考えを科学的根拠に基づき論理的に
表現し，共有する力が求められる。また，共感し協調し
て課題解決に取り組む行動力が必要である。
２）GRIT
　Guts，Resilience，Initiative，Tenacityの４つの能力
よりなる。何事にも率先して新たな課題に挑戦し，主体

的に行動し，失敗に挫けず，最後までやり抜く力のこと
である5）。
３）創造力
　興味を持つ事柄に対し，情報収集し，多角的視点から
分析し，この中にある社会的に重要な新規課題を発見す
る力とともに，これらを総合し，新しい社会のために自
らの研究成果を活用するデザイン思考を兼ね備えた人材
としての力である。また，創造行為においては全体最適
を見据えた判断力も重要である。さらに，研究世界だけ
でなく社会課題の中での自分自身の研究を定位し，研究
成果を社会に還元する力も必要となる。

Ⅲ　生徒の選抜と育成

　ASCENT-6Eのプログラムの概要を図１に示す。

（１）　１次選抜
１）インスタレーションコース
　Ａ）講座経験者による講義：
　　　 　先行して行われたASCENTなどのプログラム

修了生による活動紹介講演をおこなう。活動は現
在の研究や社会での活躍状況の紹介と，これに高
校講座参加がどのように役立ったかについての講
演をおこなう。対面とオンラインのハイブリッド
での開催とする。

　Ｂ）大学研究者による高校生研究紹介講座：
　　　 　大学の複合的な学びに触れられるよう研究者を

選出し行う。選出の際は若手や女性研究者を優先
して依頼する。こちらもハイブリッド開催する。

　Ｃ）海外連携研究者講座：
　　　 　オンラインにより海外連携大学の教員による英

語での科学研究講演を実施する。
　Ｄ）オンデマンド研究講座：
　　　 　研究がどのようなものであるかをオンデマンド

表１　ASCENTに加える６つの革新
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で学ぶものである。研究に関する基礎知識を早く
に提供することで本プログラムにおける育成を強
化することが目的である。

　このインスタレーションは応募者側にとっても，この
講座の雰囲気と情報を知る機会となる。

２）選抜資料
提出時期：８月末
ａ）学校からの応募確認書：
　　 高校との連携が重要であることから，応募者には担

任等の署名がある書類を提出させる。

表２　育成する能力の目標

育成能力 能力構成要素 定義 目標

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
力

コミュニケーション能力

興味関心のある事象について科学的根拠
に基づき，論理的に仲間と話し合うこと
ができる。
研究計画および研究成果を科学的・論理
的に自己表現し，分かり合う能力

研究テーマ，方法，結果，考察を他の人
にわかりやすく表現できる。
学会等の研究発表会に参加し，表彰される。

協働力
（共感，社会性）

課題解決に向かい柔軟に力を合わせ共に
活動し，社会に貢献する能力

他者または海外連携研究プログラム等と連
携して討議および研究を共同して行える。

Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

Guts 新たな課題に取り組む力
SDGsワークショップ参加，各種コンテス
ト出場，学会発表をおこなう。

Resilience 失敗しても心が折れることなく次に進む力 研究をやり遂げ発表できる成果を出す。

Initiative 自ら主体的に取り組むリーダーとして力
SDGsワークショップでリーダーシップを
取って議論を進める，グローバル連携研
究を実施する。

Tenacity 最後までやり抜く力 研究をやり遂げ発表できる成果を出す。

創
造
力

デザイン思考
創造的に新しい世界を切り開く（提案す
る）力

自分自身の研究をきちんと社会課題の中
に位置づけることができる。
研究成果の発展的効果ついて考えられる。

データ分析活用力 情報収集とその多角的分析・活用力
研究実施のために必要な良質な情報を収
集，分析し，これを論理的に表現できる。

図１　プログラムの概要
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ｂ）活動履歴書，自己アピール動画：
　　応募者の雰囲気をつかむことを目的とする。
ｃ）インスタレーション講座レポート：
　　研究活動への積極性と学びとる力に関し評価する。
ｄ）研究提案：
　　 この段階ではテーマにならないことも多いことが予

想されるが研究活動に興味関心があるかどうかの確
認をおこなう。また，二次選抜における飛び選抜の
資料としても活用する。

３）選抜方法
　次世代才能支援室の教員が中心となり，各応募者に対
し３名の教員が上記資料に基づき評価をおこなう。評価
をもとに上位より40名を選抜する。

（２）　一段階教育：先端基礎コース
１）実施時期
　９月から12月
２）講座内容
　プログラム内容（先端基礎講座）は基本的にAS-
CENTの活動を踏襲した。具体的には
　Ａ）科学研究基礎（科学哲学・研究倫理
　Ｂ）論理・分析学
　Ｃ）データサイエンス・プログラミング
　Ｄ）デザイン基礎
　Ｅ）ディベート
　Ｆ）科学英語
　Ｇ）実験・体験講座（CLIL講座含む）
である。
　さらに，受講生はこれらに加えＨ）チーム作り研修に
参加する。これからの研究者としてのチーム力を高める
研修としてマシュマロチャレンジをおこなう。これは
チームごとにパスタを用いて塔を作り，作った塔の高さ
を競い合うものである。チームで計画，デザイン，実行，
考察の流れを経験し，これを２回繰り返し１回目の体験
（デザインを含む）をフィードバックし活動することで
協働活動し，コミュニケーション力を伸長することを目
指している。
　これらの基礎講座を受講後それぞれの興味関心に基づ
きさらに深く学びたいものを選択して発展的内容をＩ）
選択講座で学ぶ。これはＢ～Ｅの発展講座であり，受講
生が興味関心に基づきさらに深く学ぶものである。この
講座を設けることで受講生に個別最適な学びを提供する
ことを目指している。
　今回ASCENT-6Eで新たに加えた取り組みがＪ）アン
トレプレナーシップ教育である。ここでは，希望者は
IMOのアントレプレナーシップ関連科目の受講を可能
とし，起業家思考・能力や研究成果の事業化能力等を涵
養することで，将来の研究者としての更なる育成力の高
度化を目指している。
　さらに，研究能力の高度化のために活用するのが大学
院授業や学部生向けオンライン授業 Ｋ）教育研究基礎
Ⅰ・Ⅱおよび Ｌ）EYeL！およびEYRJ！教材である。
教育研究基礎Ⅰ・Ⅱは教育学研究科において大学院生の
研究力向上のために開講した授業であり，教育研究基礎
では，研究とは何かという基本について学ぶ。研究には

いろいろなタイプのものがあり，その研究方法もそれぞ
れ異なる。これらの方法をそれぞれ専門とする教員から
紹介する。この学びをもとに受講生は自らの研究計画立
案をおこなう。さらに学部生及び大学院生向けに提供さ
れているアカデミック・リンク・センターのEYeL！お
よびEYRJ！教材も活用し，研究力を向上する。

（３）　二次選抜
１）選抜方式
　２次選抜の方法は３つ方式とした。これはASCENT
の時に開発されたものであり，それを踏襲している6）。
Ａ）基礎選抜： 講座終了後，研究課題提出者に対し行い

４月に決定する。
Ｂ）早期選抜： １段階目講座実施中に研究課題提出者に

対し研究遂行能力が十分ありと判定され
た場合おこなう。おおよその目安は10月
から１月である。

Ｃ）飛び選抜： 受講希望者が十分な実績を示した場合，
１次選抜直後におこなう。

　上記の３方式の中でも，特に飛び選抜は先進科学プロ
グラムに着想を得たものであり，千葉大学の取り組みと
して特徴的なものである6）。ASCENTにおいても選抜生
が成果を出しており，このASCENT-6Eでも効果的に働
くことが期待されている。
２）選抜方法
　選抜において参考にする資料は，研究テーマと研究計
画書である。これは基本的には１段階育成時にアカデ
ミックアドバイザーの指導のもと取り組む。また，この
ほかに各講座における学習状況，課題に対する評価を含
め実施する。アカデミックアドバイザーからの推薦を受
け，次世代才能支援室関連教員３人による合議により判
定する。

（４）　二段階教育：先進科学研究コース
１）選抜者の研究活動
　先進科学研究コースでの研究活動では，各選抜者はそ
れぞれの研究課題にマッチした研究室に配属となる。研
究室では大学教員の責任下にその研究活動を管理し，大
学院生・学部生TAを中心とした指導体制をとる。また
アカデミックアドバイザーおよびサステーナーは定期的
に選抜者と面談を行い，研究進捗状況，指導状況ととも
に研究室のマッチングの是非についても常に検討する。
また研究課題が学際的なものであった場合，複数の教員
による指導体制をとることもありうる。アカデミックア
ドバイザーはこの場合にも研究指導の割り振りに関して
中心的役割を担い，常に活動が滞りなく行われるよう管
理するとともに研究・生命倫理規定および安全衛生規定
に則った活動であるかについても適宜確認する。アカデ
ミックサステーナーは指導教員へのインタビュー等養成
に関する調査を実施する。
２）研究テーマ選定
　基本的には個人，チームが自らの課題を設定しこれを
実施する。研究室が設定した課題に取り組むことは教育
方法として効率的であるが，本取り組みの趣旨とは相容
れない。また，これまで他大学のGSC卒業生が本学AP
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プログラムの活用を申し込んだ例があるが，生徒により
持ち込まれた企画はネット検索で得た他研究者の研究
テーマの焼き直しであり，オリジナリティーを持った研
究者として成長しているとは言えなかった。これは一部
受講生の例であるとは思うが，ASCENT-6Eではこのよ
うなことを可能な限り避けるために，受講生自身が発案
したテーマを尊重する。
３）修了時の研究成果の共有
　研究期間終了条件としてAsia & ASEAN  Center  for 
Educational  Research（AACER）主催の国際研究発表
会または高校生理科研究発表会での発表を基本条件とす
る。発表の準備は研究活動の振り返りと把握に非常に重
要であり，特に受講生の伸長が期待されるポイントであ
る。この点に関しては指導教員にその関与を強く促し，
適切な指導が行われるようアカデミックアドバイザーが
管理する。発表は英語での発表を基本とする。国際研究
発表会はツインクルコンソーシアム関連ASEAN大学
（19大学）に加え留学生，大学院生・学部生，SSHなど
の研究発表を行っている高校生を交えておこなう。

（５）　選抜生特別講座
１）研究ゼミ（Research Progress）
　研究の進捗状況を月に１回，２次選抜生が集まり報告
するものであり，どのような多様な研究が行われている
のか，どれくらいのレベルで，どのような進捗状況かを
お互い知り，切磋琢磨する気持ちを高めるものである。
実施担当者およびアカデミックアドバイザーおよびアカ
デミックサステーナーがそれぞれの受講生の課題を把握
し，指導者にフィードバックすることで，より高度な成
果が上がるように指導を適正化する。
２）研究・プレゼンテーション力発展講座
　千葉大学のアカデミック・リンク・センターの学部生
と大学院生向けのEYeL！およびEYRJ！講座を活用す
る。若手教員や大学院生を対象に開講している研究の基
礎講座やプレゼンテーション講座の受講を可能にする。
この講座では研究に関する基礎的な事項（文献調査方法，
多様な研究手法，計画実施方法）を学ぶ。
３）インターナショナルSDGsワークショップ
　AACERが主催する，東アジア・東南アジアを中心に
10ヵ国，19大学からの研究者，大学院生，学部生が参加
するワークショップ（W/S）。近隣都県のSSH校やESD
校が参加するこのW/Sへの参加を推奨する。このW/S
では大学院生，学部生，高校生がチームを作り海外の大
学教員や研究者のスーパーバイズの元，指定のSDGs課
題からそれぞれが身近に見出した事例などを紹介し，解
決に向けたアイデアを出し合う。ここに参加することで
グローバル社会への俯瞰的な視点と地域固有の視点を合
わせながら，グローバルな課題に取り組む姿勢について
学ぶ。また，参加高校生の中でリーダーシップをとるこ
とで，リーダーとしての素養を身に付けていくものであ
る。
４）海外派遣（連携大学への短期留学）
　海外派遣は，最長７日程度を計画している。選抜者３
～４人程度により実施する。選抜対象は研究において目
覚ましい成果を上げ，各所発表会などに積極的に参加し

た受講生である。選抜された者に対しては派遣前に，派
遣先大学と研究室のマッチングをおこなう。さらに
Zoomなどを用いた事前指導，事前打ち合わせを行い，
到着後すぐに研究が開始できる環境を整えておく。
５）アジアの高校生とのグローバル連携研究
　アジア各国のトップ高校では科学研究も盛んにおこな
われるようになってきており，世界大会への参加を目指
す者もいる。そこで，現在AACERコンソーシアムにリ
ストされている連携可能な33高校に呼びかけ，研究の合
同成果発表や連携研究の可能性について討議する。そし
て受講生のグローバルなコネクション力の強化を図る。

（６）　研究期間や研究成果の発表時期
　研究は基礎選抜の場合は４月より開始する。飛び選抜，
早期選抜は選抜後すぐに研究を開始する。研究終了は翌
２月を一つの目安とする。生徒の希望によっては受験等
を考慮しつつ翌年も継続する。
　研究発表は２月中旬の国際研究発表会でおこなう。使
用言語は英語であり，海外からの研究者の前で発表する。
この後，研究を進める場合は７月下旬に開催される国際
研究発表会または高校生理科研究発表会で発表をおこな
う。このほかにJSEC，サイエンスキャッスルなどの発
表会への参加を推奨する。

Ⅳ　ま と め

　2020年度から2023年度に実施したASCENTプログラ
ムは社会デザインという視点を持ち，データサイエンス
および論理的思考を育む高度なSTEAM教育プログラム
であった。ASCENT-6EはこのASCENTプログラムを基
盤とし，さらに６つの革新を加え，さらに高度な人材養
成を目指すものである。今後，取り組みの進展とともに
さらに活動の充実を図るとともに，JSTのプログラム推
進委員，外部評価委員からの指摘などをもとに改革を進
め，令和10年度まで５年間にわたり支援のものと実施す
る計画である。
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